
畑はおいしい、楽しいことばかりではありません。ちょっと放っておくと草茫々！元の荒地に戻ってしまいます。

それと、たくさん取れるはずのフルーツトマトは青枯れ病で、あっという間に全滅！、トウモロコシも野鳥に随分かじら

れました。楽しみにしていた枝豆も、消毒を控えたため、カメムシの被害でほとんどまともな豆になりませんでした。

でもへこたれずに、大根、ブロッコリー、たまねぎ、にんじん、にんにくも植えましたよ！請うご期待です。

５月にスタートした教育ファーム推進事業もここまで、収穫の喜びあり逆に全滅

したものあり、悲喜こもごもですが、みなさんの努力と協力のおかげで子ども達

を中心に楽しく活動してきました。今後も大地の恵みをいただきながら、子供た

ちに伝え、残す「食育」をみんなで大きく花咲かせていきましょう。

７月２０日のトウモロコシの収穫には１５組２９名の親子が参加し、みずみずしく実ったトウモ

ロコシを収穫しました。夕方のバーべキューでは皮付きのまま炭火で蒸し焼きにして自然の

甘味をたっぷり味わいました。

１０月１２日（日）は待ちに待ったさつま芋掘りです。スコップで掘り起こすと大きな赤い芋が

ごろごろと出てきました。モグラやカラスなどの被害も少なく大豊作でした。焼き芋や大学芋

もおいしかったな～。おくらやゴーヤ、インゲン豆、ナス、ピーマンなど収穫できました。

　私達の農場では、時々牛ややぎと触れ合う体験があります。

県の嶺南牧場から近くの山林や荒地の雑草対策でやってきた２頭の牛は、とても人懐っこくて、かわい

いのでみんなで畑のトウモロコシの茎や大豆の茎を持って遊び行きます。福井からやってきたやぎは子

供達とすぐに仲良くなって畑のトウモロコシのクズや雑草をせっせと食べてくれます。特にさつま芋のツ

ルは大好物で、軽トラいっぱいのお土産付きでした。また遊びにきてね～。

トマトが全滅！


